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好感奉騎虎J、、哲笑天爵席土讃の山地、奥容に環思する。

成長は演噸fゝりぜ英ノ長く∴咽瑚鳴来る． 依最ノ2♂靭解に

軋5ミ、．妹単鮭は敢よl）咽姫仁紅く垣ほ、該県は喋捏‖升形一

芝の直後酸釦紆葬，覇醗全教載放駿全長の疹豆り堰く、各

滑走脇は者しく軒大藩脅撃滅巨星す、才二栃教程＿、、オ三

増最長、線軟は萄（＿二‾乾く二’沼を体の痢方に埠ばす腐、

旺薗喝鞠は教隈の中値「豊子、藁健潔瀾欄彪六し一才一組

桑短＿、才田組顔柊．
、礫正号し∴㌻←賢藍する、体育密には六

／八の滴起電正孝の′正封∴工軒i誉U放射妊る躍線あり

て・蛤古墳人中呆缶の堵乳再。 C夏軋その他、射放る凋起

翳良し、歌麿つ二も掘解放盈γ、贋背面の地色扶線色、大小

の電短音醇祭色巨象辛照暫上江凍灰色又は恩色の大望ヨ

状呟紋めり、

（打水動物園鍍＿′！ ㌢吏2貰ヲ甘

塩隆飽． 参照）
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手〟∫　ま号　に寄せて

／9∫9年目8品！ 日． 南平一細石が稀敏蚤鹿萄としてOr′． e刀ぶ次創刊され

てから蒲生韓か過ぎをフだ．

船勅の苦しみ． の中lこ諒生した機璃誌ではあったか． 教〕こ琉し楼手鍋の拓談鮨患・

の無料なら哲〃により佃々乍ら承鉦の知は守り夜けられて奉だ．

創刊日徹し東脅劃月「工ネ」レギソシユに活躍した萄（J午年夜都南）ノアランク

トンネットで名瀬湾をかさまわすかと訂うとオソトンが工ル甲声リ卜り′乾しに

開け暮奮「た）11拇（J． 古韓印象）′よく中登りにてかけて，孝の健脚を詰った川野

（J占守師承）． 布川． 九野CJム坪都牒）の三錬士． これ． に預りLtと安醗女

性の鬼気を恭しだ幕城一機∴仰占J年女子部’）の竜墟コケの祭厨（J

T年部長）こケ〕ウの疎（J7簿牒月信）の免コンビ． 野の産地「二かけて心膿人工

滝液にlじ血を渡し1だ宿世（J7年お貝）鞍． ニ；に牙五写を発刊すぅに彗リノ欲

ヽ
考のイメージが記録映画の断片の如く汚さ偲、リきれてく3のであう、

これらの先輩選1こ乾き永年庚も温噂なる中山諏亀を乾軌二晩泉盛東′文化祭と．

象康かの焦まりかもたれたが． 迫撃． 就潤と′ゑう歓LLl統率倦確に細を膿め33

年生諮石は勿論． 紺習硬東に璃廊をかたむけう／よ年生諸君も． 一格の希望と
°
留か看官いなから． 結果肘には息に脅えなかったのか寛恕であったようである

し玖し内猛は簡巧であったにしろ，！ 卑属のタみを記録しておくことは．

βγ／ゼ・勒ざクLル「プp（佐物軋蘭芸部）としての覇権でもあり． ズ夜勤このこ寸1「

合な背料としても． その鳥夜は穴なうむのであうと楷す㌘「

柘軸J9年コ局Jhク日

．

付酪邸大野隼失

誌あ「07′． e7時． は創刊時武の顧柑森田患者泥壁（凍大口高萩歓諭）の発潔

にようもので・卵佃勒分怖上伽e男乙玖′Teg′0〝＿（泉如〉に嘱すると

こちから由来したものであう．



LjJ
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凍察． 遺風（本家昧）

華吾　　　　　　　三尊五隠密痩　東展チ
－ゴ宗鞋ジ

／／局3日．日限．軋文化祭を官前にかかえて採集連尺乏行なった．計轟も

r分に立てず硝具の導線まともやらなかった．婆ロになきこ他の人膚庄準備やっ

て来ていた．β時隼βか大野清里を覚頭に部員／9危出発した，バスの中線一日

躍なのて・．混んで大変でした仇・．Jβ分程で本茶席に者し1た．日脚好は水蜜をの

で，本茶峠から伍フ任つ歩いて好く雷犀でした．到葛すると各人啓介連の牽きな

ように布教すう．そうLをいと礁集かできないからです．遭且酢夜雨が衛つたせ

いrかめかうんていだが．亀倉大東が薇かったので．サれ餐困り奇1こすんだ一本茶

峠からのなかめは．息くの山々か見現せて大変賓しかった．女生縮まはとんと枝

物の凍衆をやリノ野生債は植樹一区寛類などを裸来しました，／年生をまじ見

ての最初の裸黛塵巽なので！卑生連は＿初めは．者まとったようだったけれども

でれ孝．れ烙みに合わせて裸焦していたようです一名は数回狩ったけれども．今ま

で凍衆らしい椀東〆虜Uやつだことはめざはせん．ちょっとめす・らLL〕物かあ

うと￥れをはりだしたり．ヌ切ったりする：二とて精一杯です．でもやってし）るう

ちに∴いく分かは慣れてきたようです．讃自ことってもめずらしし）のは．眉目∴てあ

うらしく．〆人か「これめすらいでしょ」と乗せと梱かま．「私も放フだのよ

」と二人で見比べたりすう．サンシヨウの水など凋見つけうたびごとに・とって

灸Llをして「かんばLL1でしょ」と言うと「ああ，それ家庭の痺域にみて汁に

入れちと習うたわ．と木のことからし）うLlうなことに話か発展してしまう．凍集

はよく泉をつけないとできないものだとフくつぐ思フた．なんでも菅いと思って

みのかしてしまうのか．大へん火脚なものであったり．ス大切なものでないかな

あ，こ危うものかなんでもなし1琢倉かたくさんありました．トはんかナンパ∵′オ

老1レをもってさて「これなにかレら？
．
おもrしろい椿・啓をしているお」と盲った

′埠の醇はじめて塚常にでか月日≡とそ上しめった土のもられた餅にナンノてンギ色

Jレかあったので笥めずらしかつて先を敬って取った草を思いだした，号の蹄はナ

ンノい／ぺセJレとし）う右前とこうかはじめてみたのでそれを凍焦したこき血とても

うわLL）ものだった。

免前がわからないと渡里に寸ぐさけうので少しずつお仕え

うけれども植物の名蔚舌お1まえうのは大変むずかしいと私は払います．どんどん



山り

サくうらに虹茶園に轟いた． 番犬がいて大へんだったけれどもおばさんかいらし

ていういう世話をやらて下でったので・大変細かりました． 紅茶の幸をし13いう紀

痢頓きってくれました∴紅茶園は大濠広いので孝入れ水大変だそうです． ちょう

ど花が散りかけていた時だったので木の下には花が落ちてきれし1でした，茶の花

I花びらが敬うのではなく． つばさ’のように花はてのままの形をしてIまつりこ落

ちていました． し1うし）う詑昭を弼し1ていううちに水安ま． ては督動啓て㍉も虚hlの

で歩いては蘇俊だとわかって予髭を束賛して麻茶峠を一回りすうことにした． も

しそのおばさんに会わなかったらどうなっていたでtしよう？
．

￥こあたりからケ

ヨウか多く鼠かけられうようI二なりました． 野生後だちかとらえようとしたけれ

どもすばしこくてとうとうつかまえるここかできなかったのは殖合でした。 少し

輿にノ＼りこん仁とこうに行くと木の葉やツツジか屠られた繁に入りこむと静か

でひやっとするのでとても家老ちの良いものです． 守れでなるべく輿潔い所に行

けば布く腹と’衆しいものです． これから酎ま忽い直なのて足に定をつけないと入

芽です． 爛らんの勘謀形かくすれやすい夢姫を入れてあうのて・それほどごたつLl

ていませんが． 麿の中甘味紫物乏争当りしだいっっこむのでめちゃくちゃです．

きれいにやらなし1こし）けなし）と思ってもつし）あれ二言仕とし1ういう入γはのでどう

しても雑になってしまいませ． いよし）。 嫁儀物が多くなってそましたU簡介難だ

資物も入ってし）るけれども俵の－フと洞らんの－麻になり． ました．各人シャベル

穏はりを塵竺＝こ優って凍旅してし13か－すぐ形をくす・してしまうのて大飯腰をつ

かう。そうやっていううちに草食の路融に在り． 僅食の塚所は水の候がいここ

ちにしようとしだけれどもよし）嫁所が且つからす守を瀧えう位の状のあう折でや

った。嫁所が棟くて溌ではなかったが肇食は東レ中った∴早めに昼食をすせて

杏の計画をどうしょうがと市丸たあげくゆっくりと山鹿から摩ろうと深まった。

山道は疎く． 倹しく． 今までで〆番ひどいように潜んだ∴逸由牒狛安も＝うんだ1リ

斉リか止らなく菅つだり一かどし1ものでした． 奮ったり下ったりの臆続あう人

は寅がかタがタ覆えて止ま． らなくなってしまいました9撃をつがんており甘し、と

す太ってしまう山亜なので凝集ビこうではあり畠qん． 帰りは全県祝儀できず歩

くので額一杯でした，大賀か凄いのでのどかかわし1て． 早く林が飲みたくてたま

りません，し「そし）で朝日ノ1日こ着くと患し）きり水甚飲ん‘ご・一休み． 朝日小の七面落

すシバ．￥の舵し1うし13乳物したり疲れてLl苔のにバレ〆武「ルをやってバスを

待っていましたかtノ汀スか． なかなか来てうんなかったので出発することにしまし

た，、帰りは別々の方液． 山肇． バスヴいてと分れましたか． 一私塵は歩く方を送



く∫． ）

がましだ。 ？ 名途中敵を敵ったり． 纏をしたりで衆しいものでした． タ暮れの海

は寓に美しく． 疲れも忘れて海ぽかり眺めてし）ううちに臆六箆に葺きました＿疲

れてい・ヨうえに桁樹か遅かったのでバスで噂うことにしました。 泥ん． モいうバス

の中でYげやとがったものをかかえ′艦の人に六済めいわく∵をかけてしまいまレ

た。瞥夜に着く願は皆へとへとらしくかつく0していました。 私も今夜か今まで

°
の丙一番壊れました・今夜の床集連射は大変だったねなどと議をして′いるに会員

そろった． 凍篠原乏机の上に亀せて危うと大変1多くとったものだと思いましたが

饗官植えられ3も伊は鉢植えやメ「庭に植え． てうで・ないものを哲理したとこう下

記のようにまとまりました，

0ヴクララン（とうわた糾う

○‘ォ二二クラマゴケ（し1わ乙り訂射D

Oアマミエビ木． カゴメラン． かアナヨウラン′りユウキユウコクラン

くらん牟つ

0キキョウラン（ゆり科）

0アズモ∵工イヌがシ． （くすの木射）

○／シラ、／′ザサバ． サン耳ラン（ゆり科）

bシャリンノ（イ（ばら瀦）

，○アオ／クマタゲラン（しょうが紳）

○カタヒ八’（ひけ・のかすら利）

○ヒサカキサザンが（っ甘さ料）

dヒメアリドウシ． ハナガサ／考． ニコンロソか． シラグマかズチ（あかね糾）

○スジヒトツバ（うらはし薪D

Oハト’／彗（いりくさ料）

○ミツバーピ、／末ウカ犬ヲ（ふこう射）

○シバノ＼ギ（まあ斜〕

○シマヒヨドり！ （ナ′コヨメナ（・きく科）・

○プーカバラ7． 日キ（はいのぎ科）

○づンス・イ（みつばうっぎ科）

○アちミンてジン（ききょう科）

○ゲ、／ノショウコ（げんのしよウ科）

○シマシシラン（うらぼし料）

○イヌサンシヨウ（へんううんだ科）
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く緒卓ヾ／）〆．14レ○

仕打C．豆車）4∠∠ノ10
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奄実の放助 ）l，勲
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私達の郊土を黄群島は九用水土と沖鞄との極目こ歓踏すう大島水島，苦界． 徳之

島． 沖永良部． 与諭等の敢為よ。 なり． 宴席湿政（琴平灼定温灼よク。 C）で孝か

正本土と買な（）藍熱帯性範候野に宿すう∴従っては七んど降霜を庭るここもなく．

山野底暗再縁に彩られ数多くの直熱帯乃至は熱帯確の虐物やあういは希質の橙蘭

か分有レ動物分布とをらんで生物学上． きわめて注目に催する地位を占めている

衝羊蹄属の水島左中心とすう高野植物の目顔をまとめてみよう．

きく科一

Age一γんむu飢Co乃予H五木机L

（カ、ソコウアザミ）

賽は高さJβへ4抱C′礼． 衆と某に軟毛か多く∴花はあざみに似てLlる

AYteれ′’∫′’ゐC血判Peぷい′‘βし

（ヨ毛彗つ

1
山野に普通の多年生単． 各家があり草餅の料と成す． 又もく・さ左放すをの

に照し1勘窮策として￥の勉雨が大きLl

AsterAsα一計化子／悔〟

「イソノキア・・一色ハマ下ノキ7）

Bide竹SPi軸Sれし∨乱丁・柵刊0÷sc也γ悍

（シロ八ナ色ンダンケ・サ）

山野に生すう一・耳竪琴．
よく人萩野に附毒し． 藤子委散布する．

Cα佑5乙e／痛いぶ（頭らHHB′、∫〟ゼeS

・（エソ、ギク）

鈴蘭昭に戴焙ざれ3－年竪琴．

C／rC′t“耽bγleY′1Cα“／eA・αγ孔y

Cシマアザミ）

CのZグE孔ノ九戸∂孔′． C止し私∬

（イス・ハウコ一恵ワタデフ
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溶岸に虹Ll山麓の陽地に生す・3． 、花か確のようやあうのてこの鳥かあう、

（∴、‥1・・／ご∵・‥こ′・′・：’． ・∴：

一rハルシ・てギク）・

鑑事肘として薮来され3－一年生あノ5し欄二年生単

C、へ05SOSt、里心附－tC吊り′一七′〉′心Si当αk・

（モクClヤ、ソコウノ

養殖夜風神永渉与論の海溝圧蛙すう。

ロ玖帖戊Pl′γ川色もαC∠Lし′

（アジボタン）載積観賞財

． ． 一一一一

（ウスべ二二かナ）

繁は亘生し繁康盛、醇紫色を裟号。 海蝕に藻梁芭め海水叔膏豪叔渦状つけ否

ET′．geT〇九Cの絶品eノ‘⊥S′． SL

（ヒメムかシヨtギ）

反乱㍉＝丘YdiqノPUicheIl乱戸♪リグ

（テン二∵ンギク）帰化

巷界′篠七島の海溝に多いL年生草．

α榊車紬l心眈来年の元の丑軸ulノー＆・

（ケケコケサ）

叫野に隻すう耳生単て叱上答を奥で敏鞍する． 策は狭凛上面緩班． 下

面壬が多く包色である

G‾了はP毎日uりrLWuルーCePS〟孔Il

（ハハコケサ）

野外にみられる粛軍竪琴． 掛頚の嘲頭きて1知り「な汚耽兄をつける

L且CLc瓜！ αCi7言孔も4円孔紅

（ア雪／ノゲシ）

い才のんγ75hgs′つ瓜才′男色孔打水・

（、ソワァー）

海姓の地に自生すう喀確多年生革∴葉蘭沌食牒はし‘てス寮喝としても虜せ

られる、

臣右ん鮮‥ふ骨…周一仁一一」

アノ1（ノノ、LHウノ



㌧ノ′壬ノ1，．しタh二Lへ∴刊藍丁私仇・＋LeS守

し∠もうニ「／・J誹ヨ1彗ノ

下車言∵∴軒

有れ両津信雄山王五戸恒4極言m∴レ′乱ハダー圧制ねJ∴≡畑山・、

（アマミシヤシン）

山野に多く竪甘否多年生草。 秋臼． 五憩すう紫色の廊咲花をつ－け下奮すさ

あ‘おばこ利

Pは再瓜○刊dJloYL

（オオバtコ）

鹿野洛傍琴に生ず・る多年生尊で賓は寮覇となう

はまうつぼ科

′一㌢・・五・・日1・・・∴

（デソハ’ンギセ／し）

山野の〆耳孝臥すすき∴、さとうきび． あう森草の根に寮生すう．． 欲目＿

淡紫芭花をつりう．

ごま剰

°Mic7、oC′αTP且eα′第ノーuSC05a私Bで

（ス犬メノノ＼コ与へつ

しら…LOp損ねノ灯用間の㌦泌・再㌣け

（シソグヤ）

Ve7、0第icノdLCLTレ′eTlS‖；． 1∴

（タウイ／、スフグり°

しんけし）科

Me′れもh仇Cα． ¶乱de¶SiSL．

（ハ・ソか）者鷹

りんどう剰

SレVeγtiんTαShiでOiMα尤

（へ「／かリンドウ〕



（10）

かしつつぎ科

円′古γαSαC′YneP01㌢れ0γPhaP、βγ

（アイナ工）

簡野，浴傍に生す二う一年生草．

‾さくらそう剰

中里の吊． 乱丁レ‘e’札S豆L

（ルりハコベJ

Stり′札PSO高孔Cノ↓． －乱7－し且edγcl．deSW↑t． 針沌

OHトキ叶クラーー私でビザアテ）

や着こうし利

ATd心＆C′石里元一A． JC・

（マンりこ了り〕

略地の緑酸に宜守慧常頼潅木． 夜目、ill留花をつける

しゃくな甘利

仔hodock′れわ〇ノナ日eiopDdu′肋佑言乙川繍胤1“幌ノO小高

（アマさセイこ／方）

∇乱cc品u′机Wγ甥い鉦GITq／

（ギイマ）傭．

ありのこうぐさ科

Hd」OTγト一等‘S†ルCTα′HthhだBT

（アijノトけグ竹）

軒好に若鰯の卑拝復牒

祈れば諒刹

lOellOtheγ11Lαm瓜でCKi乱れ＆geT．

（オオマソヨイア、け）

さばてん刹

EpiphY＝u′－′nSもTictuS日石什一eノt． 縮Sだ

し了し、． 二。 誉曹



し；iノ

27gCα′CtugもruT一也もuF Schu鵬出し

（カニ骨ポ’テン）　鼓培

すみれ糾

・Viola。 い。
男30－5線tもαも瓜NんKai

（りユウヤユウシロズミレ）

方とぎりサう剰

Hype7icu仇　e′γeCtum T航¶b・

（オトギりソウ）

山野に珪すう多卑生啓． 誓繁を勘尋乗とすう．

つばさ科

Cαれ刑e持久JαPOれノ払し

（ヤチッバ彗）

あおLl科

目i♭isc心S竹lutα♭‖is L

（ブヨウ）

H接isc． us　ノros玖一S　刊e′hSk L′

（プ・ツソウゲ　〆免ケヨウケンノ（ナ）

常積の川潅木． 賓蚊の属　寿色の大形花　岡く

ぶどう科

C孔γ千九もJ孔豆po刊心L h甘鴨控高

（ヤプリγヲシ）

いは‘－ら斜・

Ph瓜P一〇ie戸5　日ukive↑lSis・N乱kai

（ホソバシマリンバイ）

SpiTaCe乱　Cα刊も0つ再e竹Sis LoL豆・

（コテマリ）

とべら斜

Pi拭ospoTu珊　TobiTA A沌oTl

（トベラ）



（lJ〕

m Lもちゃう耕

DTOSeT孔　SP孔もわのαも乱　し久b一日

（コEウ老ソゴケ）、

山後． 原野の湿布な卸啄勘こ生ず5食更磋物の多年生撃

もくれん料

KαdsuTみJαPOγLic＆　Du竹久l

（サ不かズラ）

＼nf斗

FicLlS　γet以S∠t L．

（がジュマル）

Fi′cus w庚hもα′れα　Wall

（ァコウ）

ちゃらん斜

∴・ユ′′これt　十・‥・t　帖、・・－

（センリ　ョウ）＿

らん斜

Bleも日長　SもTi乱もα　Reiche竹ba′Ch

（シラン）　栽培

ETi乱　れ明戊ノれ且∠し¶瓜　N∠LKαi

（アマミオサラン）

PhαJuS TQ舶eTV日日ae・β「

（かクケヨウラン）

しょうが斜・

射p′¶iα　SPeCio5a K・Schu7れa男孔

（ゲットウ　一息サ本ン）

Aγ玖01几uつ乱　メ乱れもboides　帆′れ＝

（シ二Lクシャ）．

臥しょう斜

MUSα　Pαで戌diskC乱し（バナナう



（13）

やまのいも科’

DioscoTecL戊は乱し．．

（ダインヨウ）

DroscoγedZeノ札も孔TOα丸久KoidE

（アマさタルドコロ）

かがんばを杵

A才叫eaⅦeγic仕れαし・

い〕ユウピッチン）

在国に裁潰させ3多年生野緑の大草． 東は多肉． 党癖は銑く失っていう．

CTi¶u7几孔S這いC乱し・∨乱丁・JαPOγlicu′仇8α来eT

い＼マオモト）

溢漢紗敗に生す・る常緑大形の多年生尊．

ゆり科

し出u↑札lo刊かJIoTu刑丁短冊b・

（テッポウユリ）

Phode乱」やPOマ一元αRo帥

（カモト）載積

つゆくさ斜

Co刊Ⅶe日刊Abe乱βkie竹SisL・

（マルポソユクサ）

Rh08戊． dlscoioY日次明Ce

（ムラヴ賓才毛卜）載積

・蒼は短くて直立すう，簡柔軟で表面は花沢か’なく線色，素面は紅紫色を夏

す．

てんなんしよう科

Aloc孔5km仇Cで0γThizCLgC0拭

（クワ犬イモ）

cc月oc＆Si乱eSCuie・Mt孔Sc． hott

（サトイモ）



白の

し伶う斜

AreCαCZLtechLl

（ビンロウジ）

Cocosγ－uC弓eγん

（ヤシ〉裁つ麿

殖
L

L
者

L＞γ甥StO¶乱Su♭才iobosα甑γ拓」S

（ビ［：1ウ）

かやつりぐご科

BUIbosty‖sbαγねαKu¶th

（ハタがヤ）

CyPeTuS久はeγ竹車iiusL・

（ナノユロ灯、ヤツiの

一Cype′TいS職の玖CCe男SiSL孔柵′

（シキトウイ〕

いね料

Ave′nd′f瓜もuαL

（クラスムギ）

I抑PeT仇t仇Cy石竹dTicαBeALL‘VOl－S

（与かヤ）

Ilisc玖乱川ussi¶e¶SisA¶de′TSOγL．

（スス賓）

Sα中aTu′吼○酌高言川し・

（サトウキビ）栽借

ZeaM乱yぶし

（トウモロコシ）

あた．ん科

払れdα叫SbecもTivs私の五m封用・仇㍍∴‖VkiV帥SiSWαYbuYg

（アサ・ン）

ひのき科

JumPeγUSlutchVe竹Si5KoidE（オキナワハイネスう



くt5）

まっ斜1

PimuSlutchue刊Sis MayT

（リュウキユウマツ）

・海岸腔方に多く白当「す三上

ててつ斜一

・Cyい久S・Teレ・OIはtα　Thu′れb・

（ソテツ）

観囁晶として者植それろ常緑樹． 繁は巨大で官疎く溝縁色で先天かあう．

ひかけtのかす・ら科

しycノ叩Odlu7n CeY7－u個　L

（ミ　ススキ）

山岸等の比較館野腱1こ官生すう多年生草で郵普恵一こみられ三上

りゆり甘んだし）斜

航♂一〇PLeTtS SUbopp。 Siも車。 ん　De－∨Yies

（リ　ュウピンタイ）

うらぼL利

月spie一言uTn　仇SeTp一七再0日のれ　Lα仇αmk・

（オ干ナワシダ〕

CydosoγuS孔Cuγ有与はtu5　N孔kli

（挿㌧′ダ）

l＼leottoiつもeris　瓜uSもTdkSi乱J・SけL

（オスタ二ワアリ）

抱けStはhu？れObαi T聖㌍胡乱

（ヒメヂ∴／タフ．．

健芙特産

へご科

CiboUu「几b乱TOlnet芝J・S′mith

（タかワラビ）

Cy久th組下叫TieiCopel・

（へゴ〕 －1人上　一



オ　す／ヾ　コ ナンこンギせ）レ

ノ

蒜二°ノ

‾冊㌣寧＼

、ソワブギ

ノー′
・′　h・・・．

・



（l【け

チッポウニLO



いき）

‾、・一‾、－1‾ヽ－・・・一、・一一‾‾‾‾－一、－‾＼‘一一一一．、一・・・一一＼一・h一一一一一一、－－Y一－・－＿一一l一一一一一、一一一、一一・一＼一＼・－、＿一‘・、、．．・一、＿一一・．▼一．＼′一一、ノー、一一＼一一一一一一～、′▼一、＿一一＼＿へ′一、＿

心楓の偉勲の異数

2貴女竜虹ま払田秀承

私達は丈イ巳祭の指か工． ルの心潤の薗きを葺等ヾうー舞教を斜層しだあらかじめ

準備として′雪モク1ラフの覇甑を同意してJうLU「∴酎歓というのはます虚当に西

澤範切りそれを円筒へまきノ円簡互か再試させなかちキントルを入れたアルコ

ー・′レテンフ∴て：ススをっけ仁．
て‡ノては払且のやっだ賀験をケマート式で書き止ぺ

よう，

ます・第1に和しマリ、／て凍解し7、か工ルを紅組思の上に腹を上にしてのど亨寒

をピ、′・とめ心臓の付艇をピンセットでつヨみ上けごゆっくりノいナミ入れ船

場を裔出． できう程凌つこ灯りとう． 下反日つれ様なう「Lア・シフ蛮畳をっくる． 私鳶の

貰置は多くか自己観て・ます針金を針の礫lこ針子、て1ノノ1て・心臓をっう，てうすうと針

金か心臓の勧さと自こ動き習懸れ回転「よってキモグラて小溜りう環彗圧しては

箇潔で面白いものであう． ′

二の実験によ▼フてカここパノの†じ轍の梯日射修得し． 電路か自動胎に如しlてし）

う状敏を記館観察できた

し訂跡変珊）

（。キモグラフの髭厨晒

し2J登載円筒仕ルカの

tJ）ノ＼りガ、木，
捗ノスタント、

Lgj礪泉

蘭画呵庖

げ）‾－り



由
の
払
六
評

の
要
図

③；。 針金は錨蓼のシン程のものを摺し1′・JCフC初・程頬のものか過労一

川虫てスタンドとの距癖か虚けわは増しlほど∽）京におけ3号わは各々の者

みにようがこの賓蝶では7・gセンナ位にした、

⑤j’簡素は決してl¢うんではし）けなし）

自じ臆の樽蘭を硝碑に吉乙録するため〕

琶）j比較胎大きなカエルを贋膚．

（オツトンが工ルを僚貯しだ〕

控えすりンゲル液を注いだの千J醇蘭種壌俊で・きた

前

前半はお工J． レも充葱があうので・洋鰯的庁博動を示すがやはり濠紆両級には艦

、憶も縛り登作などのだめ一雪毛グラフの知様が激しい．

〈反省〉

次回からは雪モグラフを数分． 数秒・に分割して醇l苗紛l二心確の将動を定鍍搬寮

したい．

故腐不充分ながらも良く試，きたこ定・う。 これで・心痛の噂豹の東食詑録音薪

う．



（よ0）

ヾヽ

ノ＼フ　に　つ　し＼て

大慶麗‘

－㌦ニ叱ノダ叫が採血窮咄声叫声もジ宍電炉範即㌶；坤が笥己舞恕ダニ戦ジ毎ニ二晩′礼焼声短二笥恕プ叱鐙恕プ食珊笥㌶ご含むが禁と㌫顆ニ

「形鮭

の．蓄瞬及び寒流

（U． 者腺

首級は攻痛に窺われていて外部から買上もなしLパフ・の葛城椚孝、によく密

遷していうのて・頼め後頭輝口南部上古が契常にふくらみ。 ヤの埼薗蛇の輿

望紛な三商務と登ってし）3． 巻線は耳不破又は上唇サ腺に相当すう唾液腺の

一種か変化したものでての楠追においても唾液絢と賢らな日放に老来は健

の動物にとってこヤ猛者であるか．
蛇自体にとっては重曹専消化液なめて

あう，毒腺は毒牙の寒祖の観官によって座席し′咲むと蹄醇に怖し、だ上下

頬骨密の紡画の圧迫及び者牙から債わった強い刺激によってか醒され看

l
官の管腔を通って放臥されう． 象牙はま打針の夜目をすう

二蓉　べど　の　牙　の　動． き方

J ニ

●　 ヽ
ゝ

＼　　　　　　　　　　　　　　　　 f

′＼＼ 云
∫

　

　

　

　

ノ

b

0年畳六願参寒）

／、牙（キバつ

つ、上琶諷骨

ヨ、＿渡米骨

牛
、
倉
、
＆

口重骨

牌壊骨



（∂り

孝∴七　一を4匪

二、・・：、・宜

分極塔頭は熱帯より豆熱帯にわだちか菟疎列島宮軋両富海に縫崇すうト

カラバアTfkvov演di；もoK乱丁e¶Sis叫摘出はこの仲舶戌北最中

すもののようです．
奄貰群島と沖楓群島にはハす丁日aV0レー‘石dlC（臣Lは一軸

WモLL）睦び． ヒメハア・ToKi¶乱． Ve′れSis80レL【N丘ERか樽見しノ宕古洋鰭に

は木簡舌欠き・八魯山辟馬にはサ彗シマハブ、Teleg孜¶G（丘剛‖つJ‘ノ津辛し

てLlう‘．・

3．′性的相應

嘘の艦腹もまた極めて判別か唱和であって右千の種て・体色の濃淡砲綴こ′りrノ、、

すかを細塵か認められ苔にすぎない． 沓安雇の蛇ではヒヤンの應経女1菅薄紅石二」

の数によフて屡凰できう利府ル＼なし1． ハブの捲合は欝二次性徴は旅番でなく三

彩や親疎によう藍繁は全く見られないか，優かな錮蟻葺から乾泉と守一／畝’言

下根数など形各的軍によって珂利も可能て・める。 発生数は野卑を通とて鑑か早

く、勘可の性には？ 吋ヨとなってい3．

年．交垣鬼

一顧に増交尾照はJ月下釦～5再下左目二かけて天啓か行なわれてし15ものと

推察

吉．
産師

直白田盲今日初留へ4「巧和宣＝こ釦けて行百われむつ削冊綿は㌧／7億「二草母

産卵教は＆7櫛、聯鴇「隼∂E「～年／離日こ暗夜する．

菅ハフ・・て守の被審呟け対韓（露渡島礁衛生部・一夜県展県も瀬條儲所発行）参産



（aa）

′へ一′‾、、一一、－ノー‾、－〆－、へへ一′㌦一一、，′′‾ヽJメ‾ヽ＿ノーヽ、′一、・）′・一、．一・一、．、．一㌦ヽk一．′”－＿′一一一ノバヽ、〆、ヽノーt、＿′－ヽ＿＿一′－ヽ＿〆、′メ一、－′・一、．．一、・一一

／替夷ノ有村櫨瑠目録、

頗同　大　野　草　天

本日褒璃／9∫9年目〇日∫／日掛芙郊土研坂会の袈粁こして作艶したもので

あう

凡例

／．本官解は冬雲におけう官財適材（圭として自生）を規餞，埼暴削／5項目に

髭和した

コ．配剤は和免により5β普咽とすう．

J．碍途号の腔参考事項は牽右の知民の範檀酎二よう

率．方言は一枚に木馬に通賭するもの盲記した、

古．刺栢庚の高いものには○印を付した．

知　　　名　　方　　　言　　斜　　　名　　田　建　て　の　絶　息巧　事項

主　食甫植櫛（彪し極く普通域は有名な載璃種は除く． 例、イ木． サツマイと．

アナナス． 千の舵）‘

アダ・ソ

アマクサ耳

○イタジイ

イスビワ

オ才シマ直幸け

キーマ

フワ犬、イモ

プ毛ジ∴ユ

○サトウキビ

○スイセンブナ

○ソテツ

○タ・イジヨウ

○タイ毛？

蔀だんあだん寵愛を食すう

くきざくまつヾ／ら軒皆をゆでて食すう

LL115ぐな頼子を食すう

みんこ：ぎくわ現賀……V子供食す

さんしようみかん番卒料魚者

ざま・ぐましゃく狛ナ栗東…ユい子供これを食す

はし苧て′L目し碩薯の葡萄成分を除き食拝＝こなう

ぎもうすいかずら′共晃子麒これを食すろ

うぎしね瑠工蹄に桧生食

はんだまきく茎乾を食網とする

￥てっててつ瀬粉スに日和工して食用にすう

こうLやまんやまのし）も頭根看食附とすう

くわ－りさとLlも嫁茎を食割とすう



0ダ4コン

ツルソ／（

○ツワ7雪

ナシか六ラ

ノゲシ

／ポアソ

○ノヾノヾイヤ

○バンジロウ

ヒヲミレモン

07トモモ

○れウロクイケコ、

ホソ五ワダン

A′＼

モクタケバチ

リュウキュウイケプ

リユウ雪コツか千ア

リユウケン

リュウキュサバ’ショウ

○リュウもウバライケプ

リュウビ、／アイ

て・いこ持

すし）も確ら・し廿か・ら

つ抄つばしゃ

くが

ふくどりゃ

いんめひ

ばばいや

ばんしう

くきくねぐ

あ一とうは∵－こ

しミし．よ1び

にぎゃ慧

うを、

あくち

にぎ1いしょびア

か、ね、お

りゆうかん

ばしや

にぎLlもょび’

まらちおあーとむ

㌃∵細料植竹（潤しいね鉛を除く

がラ　んシ　　　　ままが宣

ク　　　ワ　　　　く　　　　わ

シマ㌢ワ

ツルソハ

ハドノキ　　　　なべγブリ

ハマイズビワ　　ぴ　つ　き

フォノ　彗　　　　あさ　ごろ

ムサシアブミー　ぁんまじき

．ヽ－′

祈ぶ’らな′冶略

たで驚果・・・‥‥亨碇これを会すう

きく等を食間とすう

ぐるなし葉栗縛（くが）に叔たり．
生食

さく哲を食間に’供し得．

のぼたん栗東一‥－一子頗これを食すう

ばばいや省略

てんにんか頸常一一‥、食用

みロ、ん東泉一一1一一食間美味専ら針

てんに九か栗東一一一′－・食肩

ぼら常常・‥▼食朗

きく箋環を食耳目二礫し碍

あけび．
栗東・‥一一一食用

やふこうし果賓一・F・了併これを食すう

ばらり

ぶとう果実・▼－一食し希う

藍、くろじ東宮－‥－‥食喝．栽培種

ば。しょうクウ若頭専らすし

ぼ′；子叔これを食号う

りゆうびんたい葉柄の蕃紺を食滞に成し得

．
ズlと督複するものは方言科名省略）

いらくさ山草の飼剰

くわ省酪

啄、山草等の餌粁

し1らく亡年の飼料

くわ

うこぎ年の飼料

でとし）レ豚の飼料



（J牛）

J．澱粉膚埴腐

07ローノトト（アズサ］ン）

イモノキ

オ寺ナワカラスウリ

コオ＝ユり

サツマイモ

かたくりしょうが

でたかとうだり

かち寸のまし川‘あうり

あかゆりゆり

と九やんはめすひうがお

在．帯同． 春草粁植物

アマクサギ

〇才スバコうんぼくさだあっゴこ

メけ7カラスウリ

ギシギシ砂うLやたで

シ1ミまつこうもくれん

シマトシガーヲシこしよなす

ジュス・ダマも一しだましlね

ソテツ

タ．、イコ、／

タブ、ノ考

、ソJレク’ミ

○トウガラシ

トウゴマ

ハマオモト

バクケノ1

たか’くすのき

くひ‾ぎくみ

こしよなす

だん水だしたかとうだし1

きでく∵ぷら． こい鮮んば甘

さめんぼら

フトモモ

モクアナバナ

モロコシソウかばくささくら￥ウ

ヨ毛ギ

5．土木凍繁用個物

減船をこう

薪培種

劫播種

健胃剤

ねぶとの畷牒し

穴爪扮原料

碩左すりつ′ふtしたt、レしらくもを治療

各科

嗜好料ノ薬用

ノ種子を煎じ首線痛l二如ありと云う

幣常は外侮東澱粉下痢止その他用途広レ

魯腎旛和

樹灰－…‥療脊席料

暮枝煎漁場壊屠場破偲風に憩あ1j

噌事料′無稽

ひまし知を奴う（確信上下初

陣物の噴出し

禁より督軽水奄1こう

密教は友義郎慄刺

㈲泳壕に礫増され1三二Tcあり

各村

もぐさ原料￥の也

アデク二心えてんにんか杭に適す耕琶日経担

アヤ／＼丁．へニ・むごへl‘1枚、聾吋諷飾

・　　　　　、・一　　　　一一 L　ノ魯



∪ノ「アシ4

0イリ． ユ

○イス

○イスマ’考

ウラジ口

和ナワワテジロが‘シ

オキナプチ相：ズラ

コシタ．

0サプラ、ソ㌧／リ

シマネナシかズラ

ススキ

ツゲ毛ケ

○タナノ考

バクナノキ

ヒヒラギズイナ

いじゆ

ゆす

いと∵フぼ

うらじち

かL

Lぺかす－ら

わら廿

やまぎ．くら

こうかすら

ず1ぇ一き

むちぎ

だル＼

こうゆ甘

ビロウくぼ

ムツケ雫がラ宅、ち7

0モツコアは一むし

りiウキユウマツまつ

占．落葉細工研植物

アズもジようじぞ’

アカメがシワかしやぎ

アサ． ンあだん

アアア

イス

ウラジロ

○ウラゾロエノキふ． んぎ

エゴ／雪Lやまぎ

○カクレミ／Jごう・ゆう士． ち

がジユマlレか． じまう

．0クス／キくす

つばさl

まんきく

いぬまき

うらじう

がな

きようちくとう

うらじう

しゃくを軒

すなす1う

いね

もうめき

くすのき

ゆ

　

や

　

も

　

つ

　

ま

だ1

し

ー

レ

のさ

弟

＼

　

A

、

つ

くすのき

たかとうだ日

だ　このき

にれ

えごのさ

うこぎ

く㌢）

くすのぞ

好朱紬＼他へ一繍ノ

土木　く土号革の柵に償う）

（土号等の柵に収う）

（・

鹿渡考に困いられう

漆喰用瀬攻に生す’

土木律衆

渾墳‘・、

土木． 球契． ハつレア

著様子の叔料に壊し碑．

叶再の乗る部か

あだん単項

鍬の柄に東通

温泉崩． 樽に杵

竃を作る

下駄株

もヾ和牛のうくうに頗岡したことあり

下敵対

絹物

l



くまム）

コ　シ，ダ・

シサト　ウイ

○シ　マ‘7∴ワ

シマサル久へ－リ

ソマアブ

シてハて元、、ン

シラクマカズラ

シ日∴【ミ‾　ス・

ス　ス　キ

せ　ン　ダ・ン

ケ　イサンタ　プ

○タフ・／ギ

グ、、／ケア

ケ　灯　ヤ

トキ　ワが弐

ハゼ　ノ　ぺ

ノ＼マ末’J

高ウラ　イ　ケ　ア

れ　デイlノ　ケ

マ’サ　ケ

t・シ　ソリ　グ　ケ

L　ツ　コ　′ア

リュウノU、ノ’フソ

7． 船級用舷眩

ア　コ　ウ

ア　ダ　ン

オオシマ　ガンピ

カ　ラ∠＼シ

クロ、ソグ

ゲ、ソト・ウ

・／マハマ末ウ

さんかくり　　かやっリぐさ

はあふ．らぎみて」しぎ

あやきじんきいもくせし）

！中一なああ． い

さぬかすtらあかね

て

せんだんせんだん粛

とうさんちようし）ね

ぼ一一て′一㌧ふーん　　し1　　ね

・二’・し　　　こ．、　　　　Cl＼　　＼

は　し　ぎ　　　　う　ノ5　し

こJ　　一一　． ＿・　　　　i′　、i，、い

き／しらふ　　　　い　　　ね

こ　さ　ん・

ま　▼一一　て一一

もうそう千一

鋸まさつきうぎ　く　　才フ

い　C大　ぺ　　　　ちんちようけ

ば　　　ね　　　　　や　　　L

子　息　ん　　　　　Lよクか

ゆ一一を、ゆ専ぎ　あ　あ、い

野球喝川、ソトに薗すうと思われう

賓

もしう

詠嘆耕

一．

て3のす

掛奥粛

殻薇

番項・袖

竹細工

駄易者

笠1

‾す1ごれ

枯渇碍

駄臭新

車「和工i

洛喫粛

圧上　知㍗HJ路）

瑚攻Jりiコ一一プを奴すう？

紅椴より鋭紐をとう

⊥1気の触忽し蕨鈍め羽判上根L摺

麻Jレを袈「すう

雅を確う

水中脱線の杵



ヽ－　′ノ・

シケトウイ

ハマボウ

ブヨウ

リュウぞ1ウ八ショウ

β、莱料瀾魔物

オヒルで

アサナシ

7択ノオキ丹スヾノウリ

○シャリ、／八’イ

トキワがキ

ハ官． ノキ

ホソ八シャリソ汀4

爪ルトノキ

メヒ、ルギ

＼′・、ごLl‾

伸一を・ゆなぎあおい

詔＼じゃまかじ

かちぎかちぎ．

くち（づむもり甘奇あかね

ぐりうり

て－ちぎばら

て－　ちぎ　　　　は‘　　ら

ちト）んぎLらがし　ほうとのさ

乙＼う　ぎ　　　　ひ　3　°ぎ

ゃまもも、ももん二　やまもも

9． 滴楷　相野物． 奴照粗相

サ木か穴・ラ

いノゲモケ

トウゴマ

ハゼノ　キ

モ　　　　ナ、

りコ、月ユウtサ

ヤプ、・ツノrキ

ャブ・二ニッケイ

IO、新傭膚植物

アカ　ミスキ

うしんふぐり・てノくわん

むらむら〆き

せ、ち

ルもちのき

か差しつは！ き

しだらぎくすのさ

むむ、じき． あかね

アクメ4又ビワ　　こ　つぶり　　　　く　　　わ

アカメがシワ

ア　マシバ あましば　　　はいめき

状中贈虜の杵

楓を雅う

麻布原料

帯布～骨格色粟料

釆稟一…一一番芭果粁

大島細渠粁

樹皮－・‥1タ・／＝ン光村要約を栄む
l

叱耕一－－－‥囁芭東新

大風触束料

徒匪大範軸裸軒

オヒlレ下と町じ

聯環…音色梁粁

乾象粛

とりもちを作る

輝子は乙＼ヨ　し油原料

袈うう（種繋）

とりもちを作る

4J

確言より油をとう



（之の

07ラカシかし

C）イタン’イ

工ゴーノキ

ウヲジロかンコノキひⅠじん

方プレミノ

キーマ

．
クリハIイくうんは’

クロヨナくちにじ

ゴンズ4なべわり

シ　ぺ　ミ

シマサlレス㍉ヾリ

ソウシジュ　ー　たいわんぞ－？

タ4ミンクサバナ　い　じ‘ぎ

トキワがキ

ト　ヾ　ラ　　　　亡　べ、ら

ナかバラクロキ　　くうんぼ、

ハゼノキ

ハマイ　ヌ　ビワ

ハマビワ　　　　　しょ　んぎ

ヒヒラギス‘、4ナ

ヒメ　1六、りハ　　博　す　る

ホルト　ノ　キ

ミミス∴バイ　　けいちゃら

ヤ　ア・ニ・ソケ4

ヤマ声キ　　　　うき　Llやん

ママビワ　　　　すぐうぎー

ヤマヒバツ　　　くきすび

りユウヤ1ウマ、ソ

け　観嘗造園珂磁物

アコウ

アジ’ヤイ　　　　なか　Lは’な

ゎ＼　な　　上官の末横を作る

たかとうだ、い

はいのさ

ま　　　め

みつぱうっぎ

ま　　　め

やぶ1こうし

と　へ’ら‘

はいのさ

みつぽうっぎ

あれぶ‘き

たかとうだ1い

盛者璃

ゆきのした　観常田　載培種



、アマ　ミズすラソ

アマ：セイシカ

エビ本項

0オズタ二二ワタリ

オキナワハイネオ．

ガジュマJレ

カ　ン　ノ　ンケ7

クロげ、木モケ

ア‘ロ　キ

ク　ロ、ソク、、

○ゲ、ソ考　ツ

ケラ　マツツジ

サク　ラ　ツツジ

サクラ　ラ　ン

サげ、、／カ

○サ∵／タ∵／乃

ジヤノ　ヒゲ

シュグシャ

0シュロケ‾ク

○ソテツ

ダ　ニワタリ

タマ　シタ・・

・タメト毛ユリ

○テン　ノウメ

トゲナシアケ’ン

○デゴヲン

ノ　ボーダ、／

〇八デキリン

○バリツlレマサキ

O Lか　ンザクチ

ヒ　ギ　り

フウラン

しうざくら・

しらかね

て

はいすぎいしょすぎ

う・′：やくざ

こくだん

ぎちぎ・て－．んつき

さくら

や　言かたし

さんだんが

ぴんぽうぐさ

． ？

′ご

たまこわらび

しらゆり、ゆり

てんばい

なごらん

いんぬひ

にぎぼたん

・ヨっこう

しわすば専

はなぎリ

マ

CJの

ちん． 鰯摘湖

しゃく亨げ・鹿田、紆電析軒並特産

らんヶ． エビネーツIレラン孝．

うらぽし，

ひのき観贋造留針満渡に争し

品夜雨

Lゆ弓観音呵

もちのき造園碍

かさ． 4

み． か　ん　　　　　与

しゃくをけ・観音爾　つつL牒車展も普豆

ヽ

とうわだ　　　　・

つ　ば　さ　　　　・

あ　か　ね　　　　e

ゆ　　り　　　花厨の心ちくさ

しようが　　終日の花に各疑あり

L　怜　う　　槻常滑

患者酎＿　堕顧椚

敬啓紺

恒． ぽし

ゃ　　り　　　ヶ

あだ！イノ．

坊、ん盆栽碍呑気景品あり

のぼたん観瞥瀾

たかとうだし1ゥ

にしそぎ鼎立裁弔．海港催．本属牒ケ菅し

ばら糀賀田南東別「酎号原産

くまっゞら

ちん盆者栽培



串0）

①チ・ソソウケ，ちょううんばな

7ヨウかし． やま・・かし

0アマミホウサイラ／？

さス∴ス・キあしか‘ぅ

毛クヒヤッコウて

こンハ0ノキワ

リユウキユウマソ

リンドウききょう

甘下方嵐麻生痘吊植物

○アカキあかぎ

○ア／7チッしようちぎ

アダン

オオシマワッて？

オキナワイボケノキマ

フケナシくらなぎ

○す‘リキツぎちぎりんげっ

ケネス・ミモケさたぎ

コ‘．モソユぎそ、3

ワ「ノ二「ソユう乞、し

シマハマボウl第一百

〇、ノ　テツ

ケシャノ　キ

ツゲモドキ

ハマポウ

／＼マ　亡けカ　キ

フク　雫

フク　マ∵． キー

マルハケシャノキ

モクタケバナ

ヤ　フ・、ニッケイ

Lやめき

？

ゆ－な

か、掃ぐえ、、そつぎ

ふく　ぎ

ふく　まん

Lや一一ぬ　き

あく　ち

リ1ウキユウエノ1　ぶんぎ

あおい　、観官詞　盈農

らん・

みかけめかすら生花朗
r
きく勧常軌麺資性確島．

むらささ水． 徳にあり

缶風潮

りんどつ蝮花暦

たかとうだし1　傍観綴，頭痛

あかてつ 満票′性

防薪． 防巌　海溌性

ゆきの　した　　生垣

も　くせ　し1

あβ＼ね　　　　　　　メ

あ・か、ん

も　く　せい

す　いかす、ら　　　　一

ペ：・・L

ああ、い　　　　帯風
ぎ

防底． 巧瀬

立、らさ　ぞ　　　生垣

たかとうだい　簡嵐． 海浜惟

あおい　　　　・

つばで　　　　生痩

あこぎtjヤう　　防風一　新接

す、らきき　　　望摂

やぶこ　う　じ

に　の

防風



（31）

りユウキユウマツ

13． 東俗債放題物

アコウ

イタブイ

ウラソロ

オオバ守

かーこノユマ／レ

〇万ラスキノしサンキティ

○アマダケラン

プワス・イ　モ

すか　ヤ

サッマサンキライ

シマグ・ワ

シ　ョウフ・・

ト　へ－ラ

ハ　マノrモト

OCすか千

亡メユスー‘りハ

ビロウ

メ　ドハぞ

〇ヨ　モギ

市乳

けんむんの項髭がまつわう

正河の1’1松

正巧の健餅の添物

だかとうだい節句の飯を巨で、

アコウと同じ

さん丞ら　　　　lゆ　り

もちかしやもちぎわん　しょうが

やまさかき　　　つばで

きんきら

しようぶ　　　　さといも

′ぶち． さて　　　ひがんばな

でかさ　　　　　　つばさ

ゆかう

しようりよう良、し　　ま　　め

リュウキユウエノヤ　ぶんぎ

耳． 豆の他

アカギ’

アカメイヌビワ

イアジイ

ヴゾユマル

コノヾンモケ

シマハマ爪ウ

ソテツ

節句の餅を包む

〃＼Lや餅を営む

魔除け

祭事に阿うう

汚泥の出生蹄弓を作3

五目節b軒下に碑す

魔挽け

出産ノ攻これを庵目しろ

祭事に挿． うう

正月の再私錐鰯の添物

橋藍潰し－…－徳之島

楕雷鳴の葛

餅に混入

旧正／年目餅を賭す

虔肥

大葛材

他者肝舟

木耳耕

しらつぐは香とのさ堆骨柄叙

木耳粛

頼肥



（32）

ハマ4スビワ

ハマポウ

フォノキ

I5粁辣なもの

アマさアオ不かズラ

アマミイワウナワ

アマさシャジン

アマミぺタ

アマさタケドコU

アマさフユイすコ．－

づ坊こ／マアサアジサイ

オオシマコノ（’ンノ雪

オオシマノリ．ギク

オ千rワキヨウケクけ

コ・／ロソカ

rt’サ・クラ

バリハマ∠1千

へ－ブソかス’ラ

）ユウヤユウケア

うらぼし特産

いわうめみ

ツリグネソすり俗軟ききょうゥ

ふ． と‾・・

やまのいも4湯湾

ば’らヶ，

ゆきのしたケ住珂発電所附並

じん．ぐわきモかとうだLl錬，・庭園樹

さく・

まらふくらきようちくとう面色Ll万古

わらペなかもやあかね一

さくらそうと蹄寮′

み－つぞやにぎ’いね海渡堆． 面白い万古

へんくそかすへらあかね4

くだぐしいおおさの庶各庁持つ管．

・1人上

1くXXニ煩く＞叫ニコで．X：Xニ．㌶こニ七二二でこ恕二次ことてことC玩二二＞くX二項二無二ニ：くフ正二競ニ㌶ご麗二〇霊：㌶くごて＝よ：ニ怒〇六
旗芽「記

／阜2軋　　腐　田　　告　ス

一′「－くごヽ－く＝＞－く：フhくニ1コ・一二

／ダムJ年7時Jj日／／賄Jβか亀瀬礎石仁摩行きのバス． 新村よりムK鋤

ノ行った軒で企中下車．
僚破顔歩でノ＼澤野へ．

バスをおりだ僕達J八（〇人は慶大又理嘗椰J年）はす、橋の上で一休み． 下

には奉れいな． ヤして冷めだ㌘うな水が淀れていだ． 下に行き顔や脅巽を堆いた

かったが． 容場に下りられてうでなかったのであきらめだ．



（おり

これからハ津野まて・ひこ従事やうつもりであったか‘∵末牒凍欄も巻く由影に光

みかけていたので，劾荷しているだけの虫か壊れ苔か・どうがわやかまれた。 いっ

しょの慶大の兄さん凄2人は棲粉採集昔日棺に釆鳥レ入野乾生より． 本島では

一番古いと素わr7てし1ろ傭超徹の八津野を忽合してもらい． その鷺的人として者

がLlプレよに布くことになフたのであう． ぞ’の名東は丁度として八津野へなど

行うたことかなく、ただの嗣首府となっ1こたけである． ぞれ放． 喋の館きな蜜と

晃さん渡の植物朕依れ一請で・は礫〃欄を幼帝すうのは監理であうのだが．

この椿からハ津野まで1は＿途中に一一か打だけ）日子な綿の－かかってLl急のを除く

と一本虚で、あう． ニわ同でグアバモド蜜S預（頚聖）を確焦しただけであった．

前にも諾うし1三ようにはこんとの毘亀東の混和陣痛を過ぎていたのでこのチテハ

モド雪は臆は‾たの東上に醇正しており′とらえやすかった。 ・コミスジを〆項取り

に．が－しだことも詑5してわこう．

とこ、うて′その酎ま宮机苗の山l川犀で泊めさせてもらうつい」であった。 山匿

を行くこ′あんのじよう小さな・出倭か・一けんありノ￥の軽くて、数名の山暫盛か棟

の蔵嫁をやっていた∴－それて〆一姫とめてはしいとお顔目したとこう′もう少し先

へ布くと飯勝かあうのでぞごて′とめてもらし）をさし）と艶切におしえて∴「れた∴

￥の屈で八、バ1ウを隼頭株擬した，又飯塚吐くに抜って．
蛇企一一匹県てきたの

を！兄さん豊が「ハノ71だ、′」と叫んだので凸・1っくりした。 もつとさし借包身・パ7・

と腔の蛇の区別などぼりからす′孝：∵「てっきりハアだと賢い． こわごわと繍

更細の姉で外をあそえ兄さん渡か頭に后を叔げっ上γだのでヤの一ばつでまし1

ったようで切か、なくなってしまうた． ヤこて・これを持って博ううかと拓し会って

占うとこうへ′飯塚からオート尺． に乗ったおじさんか・やフて果て，「￥汀儀マ

ムシだよ．」と言ったので債蛙3人はぺ紅い，

ところか飯塚といっても，虹埼よくはやってきだインスタント式の産のようで

はあった次ノかんじようにできてあり，ズ下に息だメントを敷いてあり債の亨

怒以上にリつはpなのでわどういた。
ここには，壌聾食藍の他に風呂塔かあり一

尺硬には年～7′7花億の1中れあり∴つ蜃みさって′音ですくクとひやっとすう水か牒

うやかに放れていた． ただ‘残命なのは． 光源をヲ二／フ旨にたよってし）たことであっ

た．

もう日も死んでい1三のて・本臼の歌策はゆめにして′ケない祝碩物音整理し′・〆

鼠官あ打た． ￥の硬に優姿のおばさんから御飯をもら「フた∴ここに眉うノし膣1左と

ても鍵桁にしてくわ′う如しくてなら甘かった． 夜には＿季融はたくましい山男
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漣と話をやって酢快に逆ごしたノ呼にとても植物に拷吹き簡つおじさんかいて．

魔人〆）昇さん堕と諸か． はす・んてい・にようであったV

芝目の勧翠‾くごはん去もらってノもう少し′粟の由へ入ってし）つた。 ￥こて・好さ

ん豊はたきな肥料しの入ってしりこ鹿いっぱし＝こなつ1一三と喜んでいた。 時にコケ確か

多か′〕仁ユノ）だこところて当の僕のめざす瑠璃11ンミ了ウか牛頭′学的にミヤ

て11ワトン武∵を戎頂とっただけであった． わめの子建どおりではあっhrも′あま

りに・U恒急かつL． ぞれ仇巧優勝へ引き適えし′！ ／脾臓のバスに間に合うよう

てこを′攻にした． その統食堂のおばさんや． まだ催事に行ってない山野盤か． 見送

ってくれたのはとてtノうれしかった．

千われら酔Ei束仁遭吊は追えして行フt言・㌘〆）樹でLきのうと司しようにダテ

ハtド1こ「頭（賀型）盲鎌取し、′∴

ここて・l渦裁可はいちおう終れPだのでlあうか名瀬に噂ってからノバ津野の

優勝で働く釦£さんや． 通称山野といわれ′山仕事に嫡蓑虫おじさんや威され

腰ともノウ／夜来Lく夜話に花を蛸かして見たくなった、

倍にノ＼津野行きの准会かめぐまれるなら′もう一一一夜行つr兄圧一いと思う。

．
e　－

文中にて4シとあうがつ諒を攻皆枚で狗らべた布梁，奄買入磨仕はマ∠、ンは碑

足せす．ヒメハナと聞塩えられていたのて－諾うしてわく。

奄芙人魚lこ棲息すうまむし科の動物を下に斉しく経るしておく．

雲｛・－レ科

．

HP十十？

．．．．． ．．

JJl！

．

／．TYl珊eγeSUTuSO畑乱∂，Ve′れS豆gouLモN丘E貯・ヒナノ＼フl

分布二沖稲群島′礎そ鹿，奄美大鹿（山苫耽）

コ．Tγi和eTeSuYuF自aV0しらγ日日S一日盆＼ノ0＞iTidis．

（HALLO＼〟ELL）ノ17・・

分布二沖粗群寓．徳そ亀．与拓馬．笥亀′加計冒載烏．軽業大島．

（平地′山腹）

各市文献：　森田定夜着「奄貰群島の脊椎動物枢」（／？ 占／卑7巧）
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産業　0円ヾイの

2享
慮壊蕗も事知子－

滑jE泰代′攻叫帝初L

過菜に緊尽趣といってもよいはど敏砲すうパパイアはサトウてどやバナナのよ

りに頂全作物としてはあまり攻に立だ伝いものであったか． 虹水化腎の光札を受

けて膏啓な産賢に登るという話か試ている． バノヾイア飢ら得られう酵素／でノヾイン

について調べてみました，

（バノヾイアにつLlて）

歎帝アメリカ膿藍． 高さ7乃以上の高木′幹の径は／∫へJJくフC桝て・や†つらか

く上部にはまうLl寮礎か頭う． 葉面の径ム♂C卯，瞥状て′∫へノ？ 梨すう、寮や茎

を切れば乳液盲出レ花の荏釣JC？ 乃′花弁占保て・賓色． 踵地質株． 果栗は最楕

円（貴さガ～プ♂乙初）′好色又は橙寅に敢する． 賛辞の下に威敷欺併包なり合

っている． 来賓は黄味で′生食すう

（ノヾノヾインの製遁）

奄業物産で且次のよりにして慰追していう、葉や幹から汁液をLは・りプィlレタ

ーで禽適する，これを／β～Jβ。 に保ち軽快さけ． でん粉やけいそう土に喉祝

でせる，農工群では！ アドイン分有昔は軒か鏡弓十液の／吉． 7先． 驚か亘日はユβ． g・焉

rLl・うチーターか虻＝∴これiま′ヾ／ヾ4ソ抽出が寮渡しているドイツ・アメりカの

声〆ダーの二億泣くあるという。 他姓の区射なく約r耳窺った・幹か適当であう，

ノアノヾインは活性咳で・7・ラン’！レなどから細漣の際に骨匂卒がおちたものとみられ否

（性領． ＼

タンバク頃か触媒分析す急際に顧攻として働く。
7－、LJ
RC－NHR十卜110ごR’C－OH十NHニ二だ′

多くのタンノでア衝のプリコテニォ「スノヾプ。 トンに働し－てペLアナド範合音か紆する・

最盛PHは∫、∂前夜である。 硫化水素生産，ケルサケオン、システンての促の毘

最初で活性化きれ． 過酸化水素′モノヨウド酢酸によって懲嘗きれうという特徴



くJム）

を有すう酵素であう． 分∴芦琶「コ（フ7（フ♂（砿散）． JJ∠L♂♂（浸瘡圧）′

コ（クJ今∴牛lLア主／赦分析上布藩施溶液にはわすかしか溶けす一7♂‘乙77ルコ

．
一′レに可溶である． PH率～♂千を及′この酵素は′談にダンバグ賢をヤわの寄

電息に並い扱夜で・介解してヾ事トン互生ずるか′醇東京応にSトし基の活性化を縫

婆とする∴巨欄摘て、システインHCNなとの墜充などによって清催化され蒸し

く作硝乾蘭を広げる．

（二円予、、

バノヾインはタ、／J＼0ク腎をやわらかにすう（介僻する）。 乗品として消化剤に礫

わわたりノハムなどを翳追する酵アジラの肉舌やわらかに▼′尋るために傭牒上されて

いう。ス化絃料． リュ・一ィ、／甘、ムなど仁方摘′ら酌． ビールの清澄覿威刺として晒

し．、られているJ‘、

（醜素とは）

一片の戌＝「を番えてみよう． この内杵を試験官の中で加水か解してノ号の欄祓

アさ／軟に分節すうためには∫〟あうOは／βNという濱専任塩酸や磁取やアJレ

ガリを加えて／β∂pCに抑無し． かむ2年肝臓以上もかがるJここうが瑛々

水内坪を食べうど闇や堰の中でゴ7℃という低湿のうちしこわすかの狛酎まどで瀾

草に介解してしまグ． 疎素はこ加らのイ（二号反応にあすかう触魂であって凍恥の覇

と故で￥の骨にかわリはない。

碗東の新党はフランスのハ0ス、ソ一一ル1欠ぶ、どうからぶどう滴のでき各軍曙を研施

して碑石の樅倉を確立したプ蹄索は東金に蛙草だ細胞からt刀り放された一つの化

写物骨の新党に本墳的に嘗蟄な一範頼を躍ったのであう。 現在までに教育唾の醇

寮の存在か應瀾で出てあり． ての内数十種のものが乾酪として障られていう粧

し1す沼の酵素も例外なくタンバク像であうが又はタンノヾア頃に低分子の化合物の

箔会したものであり． い仁に維タンパク性のものは発足されていない。 ノヾイデ

ソウルにも7、ロメリンという酵素かあり． バノでィ、／に仕官か取てい雲。

私達の見た掛品はドイ、接で粉状J古♂入。 与のらク円・こ言わはノ凸ヾインとけ

い￥ケをI二ゴ占βの剖倉で・けいてうに境域させてし1う． ここの－ぴんでグ・ゾラ一

頭の向きや†フらかにすうことかできう． 各案物産細工梯観て1ぽ！ 二／ノ∫βにすう

つもりだヤクです。 教育倭もあう醇東の一つであラバ。 パイ、／の構造式を喝白にす

うニ′とか醸された大きな1b順であう．
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寄・勝　山　の観狗

、ヨ耳鼻也
敢療喜

川崎三重子－

大化寮前の日日占日、萄懐は婆勝山へ磋昭採集に出かけま（ノだ∴

削各曲は私たち大藩のすぐ磯に串う山で・山というよりはやしうbiぎ・h…と

いうところです。 夜学でブク分急な山盛をふうふう吉いなか－ら登って行くと目の

前か急1に剛1てふもとに名瀬の得度か尾をひいたように知をくつづ． き．化の努に

は頭上ン手指自欠奏しく太陽に搾り輝いていました一ぞ二からなかめた駅東の芙しぎ

はたとえようもめりませ． んでした．

／／昂の細めで宴膵由の頗上にはリンドウやアマミシャジン水枕風の中で骨格

な花を桶か哲也めていました．

次に払たらか嫁焦した植物奇癖小しま． しよク．

アリ／トウア一． サトki。 Tで帖gis竹icY的触れ′R・BY・

アリノトウク・サ料

花色一密格減額色． 花屑∴∴秋一分布二北海噂． 本州各部． 九州免税＿台湾

、私の由来ですって？ 尊く賓）の上にアりか／∂荘ものったら体五分紆し守り

で匂ナフ、た． から・

ア・オナ工さん同様御覧択′シ、． し1のが凋落中の凋患欄少佃値をニ． 蒋虹ですの

アイナ工・Mit言私乱SαC刊ePoly一犯OTPh孔揮、β†・

マナ・ノ科

に色：後事色． 倉庫：本舶各部九州． 台湾．

よく見計と私確のスタイ1レ左拷つもの且． そりざらにはありません，二のスマー

トさ． そしてこの号倦さとかつて下さし），庫顆か少宅く大鹿では脚の科に格する

ものは艦に一種あうだけです、

イヌサンシヨウFαきα「れSChi御車出血E′れ31

へンルヴケ斜
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花藍ふ要録色． 花健二和束、分布二本州各部． 呼靡． 九州＿咤醜． 軸謡「満両

天と魁のつくものにうく葺ものはありませんか私且例外で寸． とリソ・としだあ

の辛さ虹化の植樹ではまねるここ抜出釆ません． 賓潤にも万りますノ

大方ダニワタサrィ1Pd海、POdi仇Ce孔色、Neotを。 P無Tis

ヽ、しウラ証シ糾ヽ

。

言霊誓霊霊豊霊誓㌍霊㌍鞠禁霊「湘

コケセン爪ンギグLαe刊OPOT乱日日れYdieTiC乱SS

、キク科

た色：舌状徒は包邑． 乾碩：襲分布：本川中珍説ひ’両者針札甘「台湾「‾＋ト

を勝山付狙のあまり八日のつかめところ1こつつまし． く生活しております． 植磁

界の豪族と坤しましょうか． 毛塵の守し1雪プ針の出身直は争えないとLlL1ます

か．乾を見て下ぎ㌢＝ぎが一一ベア（1ク糾）のいとこ、ぐらいにあたる事は一日蹄慾

というとこうてしようノ

コモウセ、／丁‘ケ

私は巧えました． 株削げいつ組希いこのままでは生存韓には． とても

太刀打ち甘牒当日1． LからIf・・一・こ毒を立てて他の楢鳩の呼で尊い′博密性粘

顆物質を篠画したんです． これを繁の歳面に出しますと． ありはとても了ミまらな

し1魅力かあうとしーって′そこがつけ目′「菊華麗多し⊥とかてあっ－けなく私のと

りこトこなり王事． ありの体は私の社旗幼筒の励み飴廿はたら孝によって． 筒単に

とかされて私の葉風となってしまうのです． だから胞の仲剛の生満てきない窪や

山膚の市土の把はだても平定て壁活していうのて・す．

コヨメデ． （ペンドヨメナ）

「滑れにじられても籠率の如． このことばうっごりの私です． ありふ由ている

ので顔なじみか多し）と思いますか． 横好きわのて，減便でヅ々のこと千はへこた

れません，象の揮い八は私みならって下さい，
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シマクワス・イモAY孔C色久eAbc瓜fαCJCu日豪宅＆Sch。 もも

サトイモ科

鞄然たき儀育ちそ鹿部軽解義常頚触す隼；、学食毎から密の人たち絃妙伝

1ソ声レックスの葡ち主脳蜜の、欄攣る外国垣、靡グロかシア席は私権九にして

し）ラのに為育ちの釦こ具ノ捧湘さいはせんノ済京の’）八后棚板物庭の温婆に有って

も軽㌧
みなさい．

転の価値豆乳轟淋寸ノラこと華要で召，

シてヒヨドり八つ顧

耳ア粁

ミ／ニシに乗ってヒヨドリ医拓のてきて鹿の秋は’更けな再です． ピーピーの久

まぴすレLl鳴き声に礎貫の放歌を旨け－う花でち巨

シェ7シャHとdychiu7′tCOY0ノⅥ乱射d7）L圧○色職

ショウか利一’

花邑：包

私見しょう久の華融です。 ヤウイう招魂砕縮鉦の路融に産みついてからよβ耳

にお年りよしようかp従かって大坪蹄武の人々は詑傾自二は五㌦）がと思います，風

藤松はカストロ（キュー凡）と言えはガわか亘で寺か。 し＼机むう面インド濱島で・

すが。生まれっきめ親猿癖′浄机凝れてとうとうここまそやって釆まレに。 娩最

カ、り秋にかけて白いたを味か醒ます。 畝の渾恵はなんといってもての芳ばしい各

りです． 好きな人は串を虹プけてIbゆぐまで私の熱帯的な体寒を感乾されて下さ

い，

ナン可ソギセノレ8㌢刊巳も瓜掃じれL

ハマウツボ科

茫色言貰紅紫色′乾娩：秋′分布「1虻淘牒上本汁「山国‾妊沖「旅頭＼重工渚．

朝鮮ム満刈

これでも万乗俵で・は「麿い草」などと呼ばれたんですよ。 ススぺさんの格をア

パートとして款断應再。 おまけに禁断下宿ですから衣食鹿には傍欠冬ま廷んタ体

は出さく鑑化していますが． 花だけでむせめて一人前にむらいす祖先に廟は立て

ているというとここうて干す∴
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’ソワブギいざukY壷・tuS高校かノセノー・e重′卜4私信γ沌

花監：顔色′社債：／∂汚一分布∴木蝋坤醇硬ひ‘南静′柁州． 菟蘇．

、ソワ′リバ、ッシャ箸として皆様に観しまれキクの伸ばです。 生命か在駐題で少

々もぎ．とら打て’もびくともしません。 どうそ野、東本敗のおりには徹剰網下さい，

すゼサプラ

イプラ軒の仲融ですJ勅の風前は免淘竜の土肥亀をもらってしはすのて＿本当

に固路頭からぬというとこうイ‾． 呼野の路傍にひっ㌘斗）と隻葛をしていますJ

Lイラ千々イノ

ユキノr三′タ剰

． デ
かつて琉疎的末アメりカさんかクりスマスの求飾鴫に仁′つこ事もあるのです。 庵

巌九にてもしにてて本土に塗り出すとし＼う放流八はいませんか軋だってふ土に

は全敗ないのですがらねエ・

ビシンゞユスl‘芥／ペ

アカ本科

さて私は宴勝山の笹根粛・虹の辛托なう存在で尋か払砥手もしていらったち嘱

ノ林の愛磁針J、りまきたりと度目H主上

へ、ソカリ二ドバツヽ

りソドゥの再会ですが． 体か大きLlだけであまりノアツとしません言中喝では覿

萩あけば．の韓と噌甘貴′lたんて・寸か∴薩軋象め大隅半島旭豚で健放されたものと固

一種であったに〟）にこの名称に絶一㌢ざれ讃L守㍉

水シヂ・

ウラ五シ科

あまりにもありふれた私ですフ玲修． 痍野＿草餅のあるとこうに粧す・われあり

といっても堪畠ではありませんブ生存故事では証にもまけ机1台痛かあり身ずエ
暮

リコウヤ二王ウイ． ノモ「ソウ



（与り

六軒でtはtlだうところに育ちますが′これでも・党敢′か子としての私を知ってい

ただきたいものです． 嶺草の一種です一

リユウキユウコクラン（イウコブラ・ノ）

各射こあまりノヾツと∴しなし懐紫色の光を河きますか㍉日立っ着てはありません

だから蘭らしからぬ諒の一癖ということになります粧しかし私は大庭では虻樅

分子で1あるとLlウ蘇て大いに笈を抱くしています．

りユウ葺：Lウニ7スミレ

スミレ射

撃各の瞬lタ、々衝をあ、ぴ－た′紅花者けます。 ふっうのりユウキユウプスミレとよく

混固さLすが． 私は山にしか射もしません。 軋喉分子です．

りユウ賀． ユウ汀ライケゴPupusでOSαefoliusSγれけれTMA工ト

4耳ヲ科加0帆′lCZHFocKe

花芭：白管． 荘催∴各＿分布つ敢萩

私はイ▼ケゴ、の仲悌ですが＿一方吉で＝ギインヨビ啓と呼ばれ畑でぷ一球い石にされ

てし1ます，サれでも番さきになうとっくヲ料地壇の在留の花をから・さ螢笑の戯野

を哲ビります∴て廿日二両型の宙す・1つ勘1来賓も璃てたもの’ではないのてす併ね．

リンドウGe今）tiα7池SC△bTaLu刊geVαγβueTgeγiMαli71

リンドウ科

打芭二廊確色． 社債∴錬． 介葡：本汁悸頂上虹滝上九州

本工では古くから数々の取の中に救われノ二の芭番＿気品盲もてはやされてLl

だんですが． 大鏡では最顕㌧ようやく私の本当の免前か知られるようになりまし

4た．でもまだ宙令あたりでは年賀ヨウ琴とまちかえられ． 正確に私を呼んてくわ

3人が少でいのはは酎まかじ？ トです． 藤から豪にかけては偲ぶ自愛決して巨日でら

ませんが′新化札の各節となうと急に膏のひ’して席一一杯の晴れ着車かざうのです

安跨山頂の尊顔は私たちの轍渡りあ一つですか． 濠迫高禄婆か多数でおしがけむ

ちゃくちゃに青果左もぎとられます． このままでは私も凌憩かっきてにけゼした

く伝うくらいです． 「野の花はやはり野におけれんけそう」ということばの蝶を

よく、かみしあて下さい。 文化祭に席上訳しためを参考に放しました．
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し一＿′一‾－、＿′′‾、．．′・‾‾．、＿′′‾‘、－．”一、－．．ノー、一．一一、＿ノへ㌦ヽ＿一′′”－、J′－‾ヽ・＿＿′．－、ヽ”′”‾ヽ＿．′′‘ヽ、け′′′一、・・一．′‘‾‘、＿′－、＿ノ・“一、．＿〆、．．八＿．′～′・‾〉‾‾ヽ′．′ノバへ．一一′‘、、．．′′一、1、＿r‘′、ヽ＿一．川、－〆‾㌧ノ叫－．’〉－
め’くら「＼ぴ

TシP用Oi⊃∫鉦am川は‡DALpけり

つ葺丁． K． T． 性

、＿・－ヽ＿ノー一、＿一一、、′rl、＿・一、．、＿一・、一一一・、一・・＼一一一ヽ一・・一、．．一＼－・＼．・一一一、、．＿＿l＼・《、－・、▼一一、＿－、＿－＼．一、．－＿、、＿一一一、－．▼・一一一＿＿一、－－、－－1、－・‾一一‘‾‾、・‾一一・・一・・・一、－

／巧よ7日礫腎のクナスは生解の酪拍自二束薯となつだ。 棄膏の杓を紘主として

学校のl針「→モアマ才の缶を穐倒すかことてめフた∴矢者も終ズノ）り也くにな∴）て

教壇か入野先生のろへ． そう㌧r了Lがきミズを絹って来た∴

風育ちであ生又姓船〆）ことなら云「かしと廿とLlう天野先生のこと、すぐに「

めくらへら剤宋ぐれたノたかその喝、杜絶は麓梵盛まてて・あるこ羞つしや

ったの巻昌乙癒してし目上

クラスの人盟は摘んだうりと乾生をとり埼み′一一▼人一人先賢の濁ってし）↓ノらしだ

ルーペをとおして∴わかのくらへび’が′ミミス・て一はなし周、と言っていた．

未を堪えうだ釦二六狛掠ってし1たら娼て登にとのこと。 定・ルが嶋3と刷のめく

∴・． ・．、・〝． ：・・’． ・；・げ．．’． ・．．．∴． ・・’・．． ・． ・．．

満ちこみ∵二ノぺ′レ一一にノ＼れてそのまま放って置いた。

次の臼の放現複撫議場斬lご入り例のものを見ると． づて・に観かなくなってLl

た． まったく短かい傘で・あったノ壇愈て、あった∴

それできってく勅のように例のこ㌻とくアルコ1／7レl二着1一日∴しばらくの間はて

いっこにら劇′フこばかりやっていた．．

／♂日はど立って′放課磯々つと竪吻狩の畔負らしい観察を行なった． その日

は孝運な臼であっ私，というのは、せきためくらへびを一日ロき樽tからてある，

草食楷海自二プ年生部皆のを由私さんか本務諦堂と旬かし1の統合との屈の腹んの

ちょっと紗の感り上がった酢こしlためて． 紗をか武せて濫いたからまだ着否かも

知れ任いと刺さ． ぜぐにヤこを蜃ひ、尤しその賂所に磨きノ紗喜甘こしとった．

いたいたJさっ－そく亨のひ・らに乗せて例の推談腸折へもどった。

その日は． 車乗子解式前日のよ躇／年目であった。

以下，観賢しだ事． 疑付い・た準え図鑑や事輿より引附したもの賢者いてみ5

ますめくらへ乙（一の右前にふさわしいと言ってよいか． めくらなどとはかわいぞ

pうなというのか．
山草を巨日課観の下にかくれてし）う． この∈自よ肉眼で▼も鼠3こと

が鉄釆る。

初めに櫛壊したものの林泉は／／77／描∴儀のもの凍！ 牛♂卸昭であった。



維3）

体は細く円筒形をしてあり′頗坪より体の東端までの大きさははは満目∵モあう

なお．礫の部かはやや丸みがかつており′尾は極めて妊かいこ後尾の先端は急に

とがっておりノ〆～つの観であったク

色は・体の背面は補色・路碑色てあり． 紫紅色のたかあう。 仮面はラ失い各色栢

白色で． 讐智華と乾鰍ま談膏車上であ雲上

鱗は瀬端はやや大型の肇に巴まねており． この下に冒かかくされている。 鮭

の聯介はだいたい固形呵大の八ききの濁声虻点れていう。 又を英嶺衝のハチとち

がうとこうは叩広い振鱗を老自こなし）というここだ． 弼体の鱗列はよ♂株である。

l前にも曹いてあるように磯端はとがった／蘭の掛で終わっていた．

又’．口は磁あて川でく． 下請には′本・、し瀕かなかった一

石を飢首縛には叉解する，

亨お自噴での舷の匪虫類1日蔚食する、

専弟ゴr勘助の事項＿「にX湖上あるここと水雷臣扱してあっため子でのまま琴と，てみる

ヘビの仲jd「て・ありながら曙鴇や太腹骨の一押水穣降給に琢リ． 右側の肺晦が塵

化し畠廊仕最大であり‘∵射れ拍摘摘圧牒牒してし、香から大口をあけられないし

上教にしか歯がないし′仮面も甘面も同じように州さい執吉敷きつめていう任と

風変りなのはメプラへピ轍であ3。 世界の熱帯． 墾敵前他方に拓く分布LJJβ

薇以上あう，藤の形も大きさも習雌もミ大と層盛九う偏であるか． ＿会商に隊恥

な鱗を堵ってし13し′噺曙は九日か琶椀は細くとか5こと1ことから艦頃額であき

くちさき
の享有成し甘くてはならぬ． 全く甑首であうのに南方請地の碕住民で猛者ありと

膚じ打それう病か各姥にあうと紺いていう． 蝦はよ針化し鱗の下に搾れ了全く棍力

か在日のて・メグアノ＼亡とし＝フナ1う． 1捜ヰりこもく・りさミス・のような生活をしていう

での一種でメプラヘビというのは体長／占Cγ札位てtネげ一Iレからセレベスま千石

し）衛居に広がり琉球ヰ包璃止むLl呑． 八駐韓厄日こ植木と兵に配球から移入され鹿

渡属市で尾っかったことかある． 日本では香田密建軋ノ中村府県喀軍か、調をされ

たのでは′顧磯節並びっこ逓！ ヒ棺形態を保匂する／クテヘビか郎略の補注にあいて

は〕ヮ二を吹けば雌の雁頃額より心腹化しているというのは面白いことであう．

1ズよだらだらと覆いて釆ましたか． 下にかかげう本もぜひ珍客にお諺払下きい

お知らせをしてあきます．，才再／ケ日に接えためくらへぴ一心よ日攻に腹死んで

しまいました． ぞ邦で・推談烙折の療本欄へ大事に保管してあきます・

引埼日日虻

内外動称原色人国債（古田顔組立膠） ／9年ク年収



（のり

1、†・’トF．．・ト：に．． 川．．．．こ∴・′・′・． 一日）

夜色動物入閣鎧（内佳日荷受月払勉）－一一－／． ？∫7年腋

勧鞄の事爽　　　　　（沼田　草監修）

めくらへ百、、の頭部

又占

／95　g旋吸

ノ＼デの瞭郊

。ヽ－′か、・ノ′’≠－・｛′、一㌦、、ル′h－－ノ′押、一州－ノ′ル・－′〆一一サ・′・一一′′′へ－・／一、、－′・′′・、一ヘール4、一′H＼一一・㌔ノ′－・、－ノ♪・㌦ノ一一や′〆、一へ＿〆・へ．′・一、㌦、＿〆、叫一・一～

台頭の潤一に一

2貴3緻＿妥珂・了墜＿哲

1‾‾－、‘、1－－°一一・′、一一＼Fl・・一、－－、一一一一・一一一＼一・・一一－一一＼一一一一．－＼・・－＼l－－ム＼－・▼一、▼一一1－l一一．一、）一㌦一一ヽ＿′・・－・一・・一′一、一r、′一一＼・一、一一

大船管の牒‖再狛Ufからトリ」ニンフフノと敢目され誅Lに． ての角は海洋性プロ

ランプト、ノノの視察に夢中に与ってい7、のてし1つか誠． べて見よクと∵怒っただけであ

ったのて、名前などl㌃すぐに忘れてしよし、ました．

Lは－1っく五一フて入野乾生から右前を五㌦九ていただきました，二の画は1も・／

クト、／の方は広一くらに仁「あまりにも能しかったので・トりコニ・ノプアに寂乾した－

さってく観寮。

郡にこれという日船はなくた1ど卜り＝7ニ・． プア自分の官で・はっきり確かめうの

が蔵本のd的であった．

三回白嘘の疎放左行ないました． 尿の暦． 体－を寸引掛など底無数に見られる魯境

だが．Llや－’揉箆と石こつてみうとどうもうまくいかない． 永1∴謀とつこしく十5と，・姥

面と軋木の同の凍降（甘く次いままで庭たもののうちでの敦夫は命憶！ ∫C批舷

であう）で・よくとれるのだが． 臆当な爆前のをLl悲しさ． わたくしの採焦した包

境は全額ヤマト白蝶である．
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簡l臥放牧頒生物室の北側で． 甚彿耳∂C勿舷の解されかかった木を有産♯人l

でひっくけかえして∴ピーが一に木左金線でたたき． 穴から包アりを出してよβ∴

Jク梱塚‾儀すうことができた．

欝コ甲・あし一にく「‘臥官採解した束か． 純理されていたので′奪校の同比をあちさ

ま㌣）つて醇の軒削り勝て・J∂個はど凍集でき樗∴シイの木一もく・まはうからであ

・去．

欝j臥／・鱒／お目平温宥ふた’日で′約・⊇－K砺位歩いてやつ・礫しあてましだ

材束瀾乳七あ車，潮水といってもか． りくたモあるJ・草は解された本を割って思う

と留アリか． ぎつ－し＿噛甘透った． 々のよう年末を二本椅ち帰った．

由境の1併存はポ熊木か艦上革入れ＿土の中に大通． を．煙めておく・晴々水を率砦

亘▼卑JL毛㌧7六分きえやらぞなければ瑠ビンにでも保存、できます．

、白蟻二？ いて絶してあきます．

争枚の雁体か群棲して杜針生活営み． Yyに梅ピーて多数の階巌の礎度し・骨化

‘した〆群であさ，主として熱帯に繁醸してし＿1番か． 田本にも教権を、薩する． 歓呼

においては‘蘭に姥上． に巨棉格を作り・ズ樹上に哲粟するやのも少なく山が・

・日本産のこものでは姥下に卑貿し，或いは水耕つ士催んでいてこしは・Lは・木鐸好努吻

！
こ入電を卑九う． 言l＼形の乾頃で． 臍酢1こ生活． すうめて・体はやわらかく白色ヌは接

頭色そあうか′洞化して外部に出てく5． 成虫で－は酪蟹． のものか・あう． 頭醇はキケ

ン化か漉く∴ヤしゃくロで・あっセ特に来電の六腱は巨木である． 薇帽・は勝密で淵

．あー3か－いきく＿束唄． 職安では欠けていう． 触韓日ま細長く・数珠班、軒鮪＝ま，可搬

き
伽は桂かく比攻的太い，裾野は． 年齢又料断，厨は威喝にお． Uてはよく寵建前

換如拙固剛1人で麹雌も区鋸でぞ‾ない・轡摘草で碩腋は少勘十頓姉に暖

かい吃音か存在すう，嘘の醇の階級は種野によ′つで五官白鍵壇に援巽かあうが

日本に曹埴な確においてはだいだい保のように区別登れう．

q卑射曳く女・王＿王）、0短餌雪ぐ郡女君・． 討壬）○質軒○膝空

軍癖の併存

日誌・・く、．．の唐傘水胤こ． 平分鹿砂の多い土を車倉匂アリのはし豆だ． 太郎3し用由ア

．．
り．盲入れてあし）だ。 ‾車艦廊当夜水分も与えた－

さTTichけ豆竹Phqqグl！ ？．」． んPO症施ノ隼セナか亘F． （和名けか苗。 リ‘と

了色化も． ‾0¶y叩Ph仇． 価． iねbiliS払抜ふ‘（柚をかけか‾む。 ）の破龍

○痢具

言醇飲儀． 穴ライトグ・チえ〕かいグラス、シマナレ－． 頼彿針∴ピソセ・ツト，



・（乍ら）

わ、’－ビ． 唄い偏り紙．

0．無品

Pプリン敏． 工ズシソ

○方法l

・あらかじめ接収錦． スラ4ドグラスを阿藤してあき一㌦′系拗・紺、塔の白アり去取り

′出し・鞄郎ピンヱソ‾では1み′敵癖備付姉で、式弓釣濫ノ謙。 凍儀す． 確り‾‾もi

同し作環をくけ払えし薗－スライド‾ヶラ八に緒汁督承訝． 領母．寝、辟範か粗忘や

九線晩に移る．

○職出

します『針†をてのまま観察（2ββ膚）． 飽柘を少ガザ鱒∴軒患守新馬㌣ぐと烙汁あ

っぶ′，つ′芯か、ちらつと晃一九だJ．紬から江東して患部紺・酌ぜ柱漉して鼠拳・と

陀汁の勧し貢1－だ． でメ・1て朝かかいうことだ日周け）かrウq

それから敏臼礫酎rlを清めtやL圧・亨弐シ． ソを押えて槻無痛酢と「一打か、むり・」1

か繁らないで絶えた． ・㌘「づいて「危かけム中り． jをノユそしてまだTrけかむ‘り」

よりはる針二つ再‘なんの（色前出ノか子らなしりカ当ることかわカ「フた∴

‾数カ月磯．
ピクり‾ン酸で瀾あること左質入r‘はうか中げ机の」． の型を如う・‘

ことかできだ，

0深包

工升シー了7k溶液を侠った場合． 短時融で． 信だ立ちかlので． 勘…姉川く瞥才

略諾いで見えう，ズこれを償った掛合㌧醸出物は肯かなか虻万をしけて確毛の

動き菅と舌根喪すら・． ここ瓜で守る・

ピクリン酸か飽和水野瀬で苛めだ雁会∴媛酵刷でl． 米あることがて㍉さ′まだエス

シ予．
車兼で・． 毅の3より蜜なあ瀾料に棚う． 守れしこれで果巌嘩台勧相

はただちに死んで・しまう。

OTTich。 骨ナ中れ． a針目S」4PO刊高㌢隼巧隼空

路凄円形． 前端は少しとか′ノ． 橡癖紅組円である∴体の紛． 塞．前方．は′鉢壁は．庵

く． 画就濱蟹であり・′Y． め舵の部分こ嘲． じよりに碑埠‘し伝い

体の恥火，よリシ、Lr前方に願円形薇ある畔礫の捕濃は体啓塵絡’してしけ・

体の最前錦は乳呼水乏任して乗出していう．

、体康は義解及び磯瀾柏トつ軒を愴く外は‾呼毛でおおわれで． いう・一瑚毛の複さ． は

所にようJィ渡かあう，



1′回

多鞭毛目トりコニ‘、／フ朴

TTi・Cho”JTnPh肯矧＝sJ・岬i∽

／

21温

・争鞭毛日‘テラトニンフ紺

TeT瓜も竹廿、P久珊rAbilは

く47）二

体長7Lク． ～チタ」リ． 囁牛クへノ

9βノ上． 本種は白蟻の鴨に寄生すう

ものであり＿該，度蝮の泉質儲燈那録

化に蘭僑あ1ちものと認められる．

0TeT玖も0¶yⅦPh瓜叩iT孔bili5

・高専甚功∠・

搾在留螺の館内に住んでいさ確毛‘

鬼珊循と共に最も普虚な好であり．．

体最大． 棍棒我． 外吋の降髭が／ク

γゴ♂充の褐疎かあうため鰊盤の

ような外観か椅展である．

体の前職はまうく中沢にあ否硝紗

の軸社とこれをかこむ外肉の肥厚卸

とよりなり′多額の壌毛を前眉のぬ

甥より． 埠し．扱者を寮あさ淵虻すう

輸桂の下面より懸音していう7ラえ

コ形のものは級の，一つで内潤いこト昭の

枝を蘇る．

橡のうめケト側を体壁と痺格すう願

・樋の構造がある． 三γ）より虜有にお

L）ては内向lこ多数の怒柾があう）豆か

何の贋造も任し）．
ただ好に記した外

向の頑健とこれに泊って棒をおおっ

ていう礫毛の頼年あうだけであう・1

体長Jβ♂rJの・・悔ケクー

∫βであぅか，伸癖に． よりし－うど5

しく体形を喪中やことがめる．

（：芸芸芸芸芸
／95’9卑刊

！？ ∫～車軸 ；霊）拳・‘県



1（すり
・、，一一・． ＿一′一一・）へヽノー、〆、一′′一一、一〆、ノ′へ・一′－、′． ′－－．・′一、－ノー・、〝〆、一′－1、ノノー～、〆へ㌦一′一、一一一一一′一一一ノ〃、－′一へ・・・′′一・一一一′れ、－ノー一一ノ′．．．＼一′へ・㌦．

八番「「て

葡萄節与滴虹カ、ソミ

′、渡田弟フベ廊山邦与一

腰噌真二≧エ・＋．
！

′・‘ノ岬、・ノ‾、一一′’‾、－ルイ、、一一㌦′‾へヽ一一′朴、一㌦ノー、・ノ・‘‘‘－ヽ一′．、、＿ノ．－へし一〆’1ル、、＿．′一一、、．ノ‾、．′′h、、，′〝、、、ノー、－ノハ・、．′イnヽ－＿′一へヽnノ′．、．′ノ・－、ノ′・、＿一′hlヽJ′ル、＿′一一・＿．′一一ヽ、”′へ、．′一一、〉ノー、＿ノー、㌦lYノ‾、＿＿′

i：‘「Jこ
・グラフ瀾イトグ欄てあった．，私音一げ湖は酎狛こ租をふくら′ませ生物由翠癖にl

′t
人汚したので’あっ1ごJ二のブラフ・、を援んど勅膚とLlう範は． 読「少しのここで1ノす

く1感瑠酎こなりやすい汗水の私選にとって′乾とい？ 廿

触すうことによって． いくらか船の婁らぎ更えるモ三“うう
1ド′、l

」鞍いう津純な定櫛カ、ら

ない純なものに埠
’．鎗

であった。 新入拓員の私壇に与▼えレう加だ最初の仕事は影かり1ごった′たのほと

んどをL輝木ぽかりの庭． そこで彪盛は一一Jい二草をt、しつた。 最初の考え且㈲姐

へやら． て県は全くかけ馳nたtノめであフた。 私達め夢は肯ノ＼丁及‘催回転した∴

か．抑こ康櫛はLをかった． オ＼えって働く潔しみさえ醸しつ∴ヤ｝＝二徹し－た磯の

尊び一校ズ格激は「しのでした

一
〆号網は別に廓「しなく． ただ二、三脚の野取りがめった仁子＝ごった二Jて∵）こう

している叫に′私蛭〆周の紛れこ某夜く該ろて・あううも〆）か． 顕′ら）ていたのだ〕

「文化祭」． 孝うr文化祭． なのです。 それまてつまだ1－した洛噺もそきなかった

私選．こ言うよりは卓しろ噸梅紺でなかった払蛍． と言ったカつ欠良し1かも知れな

いのだが． とにかく柔イ［俵の塀だ宮は一生尊命やった。 払座は貿り思ってし、ます

その時程いってう蛍細，薗針二郎する宍味というが疲者を感と一に：二とは、針J． ま

せんでし美∴メ工これによって． ヤのこういたいていだ蜜囁めいた賂鷺も苧つ捗

りと取り隙かれた≡のて・した，泉事に文化祭はよかった． 払渡そりわからないと怒、

う．あの醇のあの感情∴威信藍抹・初め、て上教生と腰しく頻を合わせ． いっしょに
亀
なって文化薇の準備をした． 奮印しもてある推晶の詑鴫，乗食草すべて一誌だった

し，古賀も何回目ニなくかわしだ。 －そうして名信慶一同額． 其虜の暑打を璃誹ったも

のでした．

さて． え化祭の艮冶金の布にあいてです。 労生按の酵糾したニワトリ’盲′女生

枚か碑ちまえの観でもって和裡しました・味はどうだ1ったYかな！
．

私通′刷は軋

れ先生のあら． わ呑てまえ＿頭癒して． うっ・むし）てl一にのだ針．暫くとつY唐に慣

れてしまって∵率いの引畑中日射吋日当位相は一㍉車†すrrrLまLだしノアだ



LL．・＼iフ小一ムよしにノ〔の′収・ン、工人ナヤーノ＼省少、わ・ノし‾ノ．れ止に・Uて汀でれわ

l
たりました． その日は夜9蹄顕までて・した。

・思い清かべると本当に凝い、′醇でしたフその倭も，え． あまり洛勧すうのは

ありませんでした」狛＝識叫て′やかて一軍たとうとしていう今． 払壊一珂五

色が患うことは「何針二招液露を璃つて． 二年に連銀しにらか’んぼろう。 ・∵生

懸錮ノることによって藤寺もぷ味壕宥摘crる」rこのことで一等・

総誅拍B．
C． ・D、モ・鯉

月「堅物・腐薯辞し∧竃勝二¢しろかつて． （かもしうかったが？ ）

B，C「まあね． ／ゎ－・榔ぎ紺：！」．・

Arまあ粒、／p． 巨等ん． どう浮範付とも吉わんの！」、（何とい「わり告し－の）

Ur‾忽蟻・あん受。 諮むしろぐ机＼ってん針わん・iEさ：ん」（おもしろくな

かった）

巨「うん私か㌦一番げんか？ ・だぼすね・′」（しなかっ差）

B、D－‾私なんかもじゃがノ（私蟹もJ†r主と応トじ）

Cr今ごうノ尋んなここ’去ったう． 何なう，／」（石． っだって何にもなら甘い）

B「チス1、が終ってから′この届の花の縫えかえしようや」（しましょうか）

A．C．DErちやぬ、！ ＿l（ヤうね）

β「てクし「九ばあれとnぐらし1のぴ’たかい？」（の打たのだろうか）

D「祈ん美なんか〆回も抱にLlがんかったてしよう。 おっ． と私もどうだってん

が！ バッケン釣（針こ骨かなかつに． ぞラだクだ∴はつの

Ar私は酎こ宿ったんば一ちょっとしかのひておらんかつ1たよ」（々了った音㌔

少しかの訊．
‘てなかった）

巨「なんだ私の敏賓と同じじゃがね！」（頓じて㍉拓うここ）

C「ち々一ね上　しつれLlだけど′　このう∴や怯／レと⊥

E「タ、なんちいって．／ハガイ4． プ爪’1チズレヨネ＿． ワ久レゾ声ネ＿⊥（何こ

いつだ－か．あぼれてい任さいよねJ

g「わん、たな・んか、何去がちゃがちゃいってう〃／∴’こ豆かくテストか、緻‘ってかや

しようね． ／⊥

ACID． モ「うん．



（黙り

車粛嘗ず㌢華

・‘・‾．

・渡r廟

、⑨・′

、
㌢

㌢
タ
・
′
′
舶
ゲ

ゴ
∫

豆索品等薫三幸寧豊獲軸栗翠咄詔側転に

昇

田
島

l
・
宮腰

、
∵
欄

艦

　

橿

　

壌

凍

　

中

泉

　

侭

′裾

僅）2

／組′

3′

4′

㍉

．
、

竺

＠

癖

抵

ク

軋

．

．

次
　
本
音
施
　
猫
思
3
二
遥
・
轟
環
．相
銀
新
撰
．

久

㌧
〃
ふ
誓
二
＝

啓

締

久
・
を

摩阿　　木予靡　輝　賢ニー▼r　　蘭　健二部

会久田丁／

埼啓顧町／

田和代癖、キ釘／形

地かγ・ミ． 希有密町／

心魂！
爺厳囁鯨．

2．

内支． き濫・、膠．．噺

村落森鹿渡施

久1魁顆遡翻爾

承
　
潤
．
孝
心
星
田
田
、
機
密
緻

猟
離
乳
へ
　
旋

／
∴
∠
・
∫

漸熱藍㍉最澄紺／

瀦怒常1翌釘∂

哺

L

や

　

昏

感

を

　

噂

蔽

法

　

器

　

専

　

攻

　

者

朱

　

夏

拡畳町． 3

氷田町／

車町ノ由ク

〉3、嘗釘．

拝腺町． 2

1
久宜町々∴

山下癖三2i．

滑嗜入荷特報

貌ス同工虹． 珍

重久野竜密拇餞麗

奥賂各・月けり打二賢

帝を生産町が

爆　登も手・∴⊥下町　／

組
〃
色

と
ノ
′
b
Q
叫

瀾
澄
啄
常
盤
礫
「
慨
鱒
二
腑
瓜

廣
嵐
裟
啓
慣
煎
婆
混
線
寵

ミ臣）同上呼ノ占

．
亀を． 卸町・‾

頓を筒音密町ス

塔寺畠田町3

・第六・罫涙料．
2

番を未亥． 紺2占

顕子軒翠釘2

尿野手小宿釘

ノ＼）レノ・正常町

幹手＃娩町／

j艦患、蝶路各耳掘灯∫

．
平如こ昇オ如絢rj

〃・滞’一正，．
泰増車町／

〟’ヶ池・田秀故． 寧町3

お． 務田．． 美和子帝都如け

才

　

　

°

　

　

　

ウ

　

　

ル

　

　

　

グ

　

　

　

〃

醇

元

塚

田

噂

山

河

叶

席

捲

訃

来

車

三富手∴ノ華甲凍．‘／ヂ

草
加
バ
嘉

米
務
椒

耳管懸、？

車欄紺地地

車車町・云
1

痩身・1聯柵醇缶

albo
長方形

albo
長方形



ニ．周ま生妙郡のi．好鱒転▼レ葬4－の涙ぐましい塔かくより、よう‘

やくこのよ車力柵lを摩管することができたことをこの上む

射りラ二つ坑史し． ・今隼でヱそぼ錦塔ぼる軒料のもとに野草会．環

が槍カし、棚わ畿鰍絢優れる碑同誌を健密で．きるように

曹いっゝ綬鼓走fW、kk虐頚㌔
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